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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

Runt-related transcription factor 3（以下 RUNX3）は胃癌における癌抑制遺伝子として発見さ

れたが、膵臓癌における機能解析についての報告はない。本検討では膵臓癌と診断されて手術を

行った後、ゲムシタビンを用いた術後補助化学療法を行った 36 例を用いて検討した。手術検体に

おける RUNX3 の免疫染色では RUNX3 発現が低下している症例で予後が有意に短い結果であっ

た。多変量解析では病期と分化度に加えて RUNX3 陰性であることが予後に関わる因子として抽

出された。In vitro においては RUNX3 発現によりゲムシタビン感受性は亢進するという結果で

あった。アレイ解析及びウエスタンブロットの検討から RUNX3 発現と multidrug resistant 
protein（以下 MRP）は負の相関関係が認められ、このことが RUNX3 発現低下によるゲムシタ

ビン抵抗性亢進の原因と考えられた。RUNX3 発現低下は MRP 発現を亢進させることでゲムシタ

ビン抵抗性を増強させ結果的に膵臓癌の予後を悪化させる可能性があることが示唆された。
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